
     

No４４  平成２４年２月２０日（月） 

高校入試一般入学願書受付中です。・・・１７日（金）～２１日（火） 

学  科 募集定員 志願者数 ○推薦入学合格内定者数は、 

  商業科１７名、福祉科１３名 

 以外は、全て、定員の２０名で 

本年度合格内定者数は１１０名 

でした。したがって、一般入試の 

各学科の募集定員は、左表のよう

になり、合計で１３０名の募集定

員となりました。志願状況につい

ては随時 HP 上で公開中です。 

 

正門左側に、本年度も活

躍した部の看板を設置 

ロボット全国大会７位 

農  業  ２０ ２８ 

機  械  ２０ ２５ 

電  気  ２０ １５ 

商  業  ２３  １９ 

経営情報  ２０ １９ 

福  祉  ２７  ２０ 

  ☆上は１７日（金）現在の志願者数 ※志願登録変更の日程・・・２３日（木）・２４日（金） 

 
高原の坂道を元気よく走る 

○昨年は、新燃岳噴火の降灰のため 

中止となった県高校新人駅伝大会

が、１２日（日）に、２年ぶりに開

催されました。一昨年は高原高校と

の合同チームで出場した男子は今年

は単独チームで、また、女子も出場

し、よく健闘しました。今後に期待 

（男子）１０位 （女子）１１位 

 

紅梅も咲き始めました 

１年前を覚えていますか？・・・本校にも多量の噴石が落下しました。 

○昨年２月１４日（月）午前５時７分、新燃岳が１月２６日以降で

は１１回目となる爆発的噴火をし、小林市内に多量の噴石が落下し、

車のフロントガラスや太陽光パネルが割れたりの被害が出ました。 

本校では、グランドに落下した噴石を野球部やサッカー部の部員たち

が掃き集めたり、ふるいにかけたりして、除去していた姿を思い出し

ます。新燃岳の活動は、まだ、収束していません。火山活動に対する

危機管理について、本校は来年度から本格的に取り組む予定です。 

＜左写真＞本校に降った噴石(玄武岩、軽石) 大きいもので３ｃｍ  

 

男子ハンドボール部の北林監督が「県スポーツ賞・・・特別賞」を受賞 

○国内外のスポーツ大会で優秀な成績を収めた個人や団体に贈られる本年度の「県スポーツ栄誉賞・

特別賞、県障がい者スポーツ賞」の授賞式が１３日（月）、県庁でありました。本校の北林先生が、 

平成２３年度全国高校総体で県勢初の優勝を果たしたということで表彰されました。 

また、小林工業高校の卒業生である甲斐昭人さん、木切倉真一さん（共にトヨタ車体）も第６３回

全日本総合ハンドボール選手権湯勝ということで、特別賞を受賞しています。 

☆３月４日（日）、日本ハンドボールリーグこばやし大会が小林市市民体育館で開催されます。毎年、

地域の方も楽しみにしているようです。上記の甲斐さん、木切倉さんのトヨタ車体の試合もあります。 

・女子 １２：３０～ ソニーセミコンダクタ vs 広島メイプルレッズ 

・男子 １５：００～ トヨタ車体 vs 大崎電気（宮崎選手のチーム）ぜひ、観戦してください。 

○宮崎西高校野球部の選抜出場が決まりました。文武両道を目指しての取組には、指導者も生徒も学

ぶ点が多いようです。朝の練習は課外があるためしない。放課後も午後７時２０分までに下校。定期

考査の期間は、勉強に集中する目的で、約２週間休むなど。それでも、甲子園に行ける。 

 「限られた時間を有効活用する集中力が身に付いているから」 

 「勉強や生活態度がいい加減だと野球もいい加減」   ※宮崎日日新聞に特集が掲載されました。 

秀峰通信『啐啄』 



平成２３年度宮崎県体力つくり優良校に選ばれました。・・・３年連続５回目 

○本年度は、小学校６校、中学校５校、高等学校２校が選ばれ、 

１４日（火）午後、県電ホールにて、表彰式が行なわれました。 

年度当初のスポーツテストの結果を前年度の結果と比較し、体力

向上に実績を上げている学校ということで表彰されました。本年

度が７年目の表彰で、本校は高校では５回目の最多を誇っていま

す。今後も引き続き、体力向上を目指してほしいものです。 

＜小林市関係＞・細野小学校：７年連続７回目 ・三松中学校 

 ※高等学校では、都城泉ヶ丘高等学校 

 

教育長のあいさつ 

 

全商検定三種目以上１級合格者が４１名！・・・平成２３年度３年生 

○本年度の３年生もよく頑張りました。三種目以上１級合格者数は、下記のとおりです。 

 ・三種目・・・２１名 ・四種目・・・７名 ・五種目・・・１１名 ・六種目・・・２名 

商業科と経営情報科の生徒数は合計で６８名ですので、６０％の生徒が三種目以上１級ということに

なります。３年間の努力の成果です。自信を持って、卒業できるのではないでしょうか。 

 ＜種目＞ 珠算・電卓実務、簿記実務、ワープロ実務、英語、情報処理、商業経済、会計実務 

 

保護者も一緒に校門・交通立ち番指導を行ないました。・・・１４日（火）・１５日（水）・１７日（金） 

 

スクールブルゾンを着て立ち番 

○今回は、PTA役員の方々１２

名にも加わってもらい、正門前

でのあいさつ運動を行ないまし

た。雨が降ったため、いつもは

自転車通の生徒の中には、バス

で登校した生徒もいたようで

す。保護者の方に爽やかに元気

よくあいさつしていました。 
 

雨の日も元気に登校 

 

 

小林 RC会合で部活動紹介 

○１５日（水）昼、小林ロータリークラブの会合で、春の全国選抜

大会出場が決定している、新体操部と男子ハンドボール部の紹介を 

させてもらいました。永野監督と川野コーチが、演技や試合の DVD

や資料を用いて、選手たちの頑張っている姿を見てもらいました。 

本校の部活動を今後も大いに応援してくださると思います。☆地域

の企業の方々が集まられる会合等で、本校生の学科や部の活動など

をできるだけ紹介する機会を今後も設け、生徒のことをよく知って

もらい、地域との連携に今まで以上に努めていけたらと思います。 

平成２３年度小林市教育研究センター調査研究発表会が行なわれました。・・・１７日（金）午後 

○小林市内の小中学校の先生方の研究発表会・表彰式が行なわれま

した。本年度は、教育研究論文に７１編、授業論文に１２編の合計

８３編もの応募があったそうです。小林市内の先生方が、日頃、い

かに児童・生徒たちのために、授業研究等に熱心に取り組まれてい

るかが分かる発表会でした。学校賞を受賞した野尻中学校は１７編

もの応募で、全教員が研究に取り組んでいるようです。佐藤教育長

が、「小林の最重要課題は『学力向上』。授業が変われば、子どもも

変わる。」と話され、高校も頑張らなければの思いを強くしました。 

 

教育研究論文一席の発表 

☆小中学校の研究発表に高校教員も参加し、小中と高との連携をもっと図っていくべきだと思います。 

○学年末考査が明日２１日（火）～２４日（金）の４日間実施されます。基礎学力定着のためにも大

切なテストです。１年の締めくくりのテストに最善を尽くして臨むように激励してください。 


